
令和４年度 ＳＤＧｓへの取組

本資料は、令和４年度における、

千葉県信用保証協会のＳＤＧｓへの

取組の成果をまとめたものです。

千葉県信用保証協会
ちばＳＤＧｓパートナー 55号

チーバくん



信用保証による資金繰り支援 創業支援

経営支援 事業承継支援

【取組】

◆信用保証による資金繰り支援。
◆ ＳＤＧｓ達成を目的とした保証制度の利用促進。

※ＳＤＧｓへの貢献に深くかかわっている保証制度の実績については、次頁を
ご確認ください。

【効果】

◆信用保証による資金繰り支援を通
じて、中小企業者の事業継続及び
雇用創出・維持等に貢献した。

【取組】

◆創業スクールを２回（計５９名参加）、創業セミナー
を２回（計１２８名参加）、女性のための創業セミ
ナーを１回（１４名参加）開催した。

◆創業セミナー・スクール参加者のうち、希望者５１名
に対し、協会担当者がフォローアップを実施。専門
的な支援を要する３名に専門家派遣を実施した。

【効果】

◆創業スクール・セミナーの実施を通じて、起業に
必要な人材の増加や雇用創出に貢献した。

◆女性創業者の支援を通じて、女性経営者の増加
に貢献した。

【取組】

◆大口顧客等１３３企業を対象とした顧客訪問を、
年間目標２６６回に対し３２１回実施した。

◆令和４年度より企業の課題解決策を「提案書」
を用いて提案する取組みを開始し、「提案書」を
提供した３０企業のうち１９企業へ専門家派遣
を実施した。

【効果】

◆大口顧客等に対する訪問や事業性評価
による経営支援を通じて、県内企業の持
続可能性を高め、雇用や産業の維持に
貢献した。

【取組】

◆事業承継ニーズ把握のためにＤＭ・アンケートを５，７１０企業に発送し、そ
のうち５６企業へ訪問し、４４５企業へ電話連絡によるアプローチを行った。

◆事業承継計画策定支援等の専門家派遣を３２企業に実施した。また、７企
業について事業承継・引継ぎ支援センターへ紹介を実施した。

◆千葉県産業振興センターと事業承継セミナーを共催し、１０７名が参加した。

【効果】

◆事業承継計画策定支援や
事業承継セミナー等を通じ
て、廃業を未然に防ぎ、雇
用や産業の維持に貢献した。

信用保証による資金繰り支援・経営支援を通じたＳＤＧｓへの取組

事業承継セミナーの様子

オンラインでの経営者との
対話の様子

１

創業者フォローアップセミナーの様子



制度名
保証承諾
件数

保証承諾金額 ＳＤＧｓへの効果 貢献している目標

地方創生・ＳＤＧｓ支援保証

制度「パワフルちば」
１２４件 ４，１３７百万円

ＳＤＧｓに取り組んでいることを宣言している中小企業
者の資金繰り支援を通じてＳＤＧｓに貢献した。

全ての目標に貢献

寄贈型ＳＤＧｓ特定社債保証制度 ３８件 １，８１６百万円
ＳＤＧｓに資する寄贈を伴う社債の発行により、地域貢
献に取り組んでいる中小企業者の資金繰り支援を通
じてＳＤＧｓに貢献した（※）。

全ての目標に貢献

千葉県制度
「ＳＤＧｓパートナー支援資金」

２２件 ５７７百万円
「ちばＳＤＧｓパートナー」の登録企業によるＳＤＧｓへ
の具体的な取組みに、資金繰り支援を通じて貢献した。

全ての目標に貢献

補助金活用支援保証制度「セット
アッパー」

１９９件 ３，４８４百万円
国や自治体による補助金の対象となるイノベーション
事業等に係る資金調達支援を通じて、企業のイノベー
ション推進に貢献した。

創業支援に関する保証制度 １，０９３件 ５，８９０百万円
創業者の資金調達を支援することで、雇用の創出に
貢献した。

事業承継支援に関する保証制度 ３１件 ９８８百万円
事業承継に係る資金調達を支援することで、廃業を防
ぎ、雇用の維持に貢献した。

令和４年４月より、千葉県が制定した「ちばＳＤＧｓパートナー」に登録した
中小企業者を対象に、ＳＤＧｓへの具体的な取組みを資金面から支援する
千葉県制度「ＳＤＧｓパートナー支援資金」の取扱いを開始した。

信用保証による資金繰り支援・経営支援を通じたＳＤＧｓへの取組

信用保証による資金繰り支援（ＳＤＧｓに貢献している主な保証制度）

２
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（※）制度創設（令和４年１月）から累計で２４件寄贈。
寄贈先の内訳は自治体（県・市）５件、学校関係（小中学校）４件、スポーツチーム（野球・サッカー）４件、その他（医療機関等）１１件。



【取組】

◆令和４年９月２８日～１０月４日の間、ＳＤＧ
ｓＷＥＥＫを開催した。ＳＤＧｓを意識した
様々な取組みを行った結果、フードバンク
ちばに食料品を１７０点、古着ｄｅワクチンに
１００ｋｇ以上の衣料品（ワクチン３０人分相
当）を寄付することができた。

ＳＤＧｓWEEKの開催 ＳＤＧｓ債券の購入

【取組】

◆社会的課題の解決に資するプロジェクトの資金調達のために発行され
るソーシャルボンドである都市再生債券を計２億円購入した。

【効果】

◆食品やワクチン等を必要とする方々
への寄付を通じて、人々の健康改善
に貢献した。

【効果】

◆債券の購入を通じて、発行体が行う
ＳＤＧｓ達成や環境課題解決に向け
たプロジェクトに寄与した。

大学との連携 「地方創生ＳＤＧｓ金融表彰」の受賞

社会課題や環境課題への取組を通じたＳＤＧｓへの取組

【取組】
◆千葉経済大学短期大学部の学生５２名を対
象に、県内経済の動向、中小企業や当協会
の役割等について講義を行った。

◆千葉科学大学の学生６４名を対象に当協会
の経営支援体制や創業・再生支援の内容等

について講義を行った。

【効果】

◆大学での講義を通じ、起業に必要な
人材の増加に貢献した。

【取組】
◆ ＳＤＧｓ普及促進の枠組みとして参加し
ている「ちばＳＤＧｓ推進ネットワーク」
を生かした官民連携による取組みが、
内閣府の第２回「地方創生ＳＤＧｓ金融
表彰」を受賞した（参加団体は千葉県・
金融機関・経済団体等１２団体）。

【効果】

◆パートナーシップでのＳＤＧｓの目標
達成に貢献した。

全ての目標に貢献

千葉経済大学短期大学部での講義の様子 表彰式の様子

３

フードバンクちばに寄付した食品


